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スタンダード薬学シリーズⅡ ２ 物理系薬学 Ⅰ．物質の物質的性質  補遺・正誤表 第 1 刷 

   

箇 所 誤 正 

p. 46  

図 6・1 
図中の μ＝Qr μ＝Qr 

p.79 

図 13・1 

図説明 
スピンの向き    スピンの向き  

p. 79 欄外 

磁気回転比 

  T-1の前に radが入る 

  

p. 194  

欄外＊2 
コラム 14（p. 183）でふれたように， コラム 14（p. 184）でふれたように， 

p. 201 ↑3 は熱 δqsurrを吸収したとしよう． は熱 dqsurrを吸収したとしよう． 

p. 217 ↑7 生成物の化学ポテンシャルと化学量論数の積 生成物の化学ポテンシャルと化学量論係数の積 

p. 235 ↑1 第 7 章 応用・発展 第 8 章 応用・発展 

p. 238  

図 41・2 

圧力〔kPa〕

目盛り 

22.120 22 120 

p. 238  

図 41・3 

圧力〔MPa〕

目盛り 

5.2 atm 5.1 atm 

p. 264 

欄外 ↓21 
温度一定では dμ＝Vm,A dp 温度一定では dμ＝Vm,A dp 

p. 271 

（45・12） 式 
ΔrG＝cμC＋dμD－[aμA－bμB] ΔrG＝cμC＋dμD－[aμA＋bμB] 

p. 271 ↓11 
となる．ただし，ΔrG

⊖＝c μC
⊖＋d μD

⊖－[a μA
⊖－b μB

⊖]で

あり，これは各物質 

となる．ただし，ΔrG
⊖＝c μC

⊖＋d μD
⊖－[a μA

⊖＋b μB
⊖]であ

り，これは各物質 

p. 271 ↑8 －ΔrH
⊖/R の直線を与える． －ΔrH

⊖/R の直線を与える． 

p. 274  

演習 45・2 

問(a)④ 

④ ΔG＝c μC＋d μD－[a μA－b μB] ④ ΔG＝c μC＋d μD－[a μA＋b μB] 

p. 282 

左段 ↑8 
して，2A X2の平衡が成り立っているものとす

る． 
して，2X X2の平衡が成り立っているものとする． 

p. 282 

左段 ↑2 

配比 D〔(四塩化炭素中の X の濃度)/(水中の X の濃

度)〕を… 

配比 D〔(四塩化炭素中の X の総濃度)/(水中の X の総濃

度)〕を… 

p. 282 

右段 ↑2 
気体定数 R は 8.31 J K mol-1とする． 気体定数 R は 8.31 J K-1 mol-1とする． 

p. 297 

左段 ↑13 
V および標準ギブズエネルギーΔrG

⊖＝－768.8 kJ V および標準反応ギブズエネルギーΔrG
⊖＝－768.8 kJ 
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箇 所 誤 正 

p. 318 コラ

ム 33 

（54・26） 式 
 

・A0の A に[  ]つける  

p. 326 ↓18 [H+]2 ＝ (kOH Kw/kH) ＝10-10 mol2 L-2 [H+]2 ＝ (kOH Kw)/kH ＝10-10 mol2 L-2 

p. 332  

コラム 37↑7 
＝[E]T－(1＋[I]/Ki') [ES] を [ES] の式… ＝[E]T－(1＋[I]/Ki) [ES] を [ES] の式… 

 


